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〈CONTENTS〉

  I．大会実行委員会からのお知らせ

１．日本科学哲学会第 35 回（2002 年度）大会［場所：新潟大学］のプログラムについて
　
　　今年度大会のプログラムは、以下を予定しています。

11 月 9 日（土）
　　　　　研究発表（10：00-12：00）
　　　　　理事会・評議員会・大会実行委員会（12：00-13：15）
　　　　　総会（13：15-13：45）
　　　　　特別講演（13：45-14：45）
　　　　　　　講演者：本田仁視（新潟大学）
　　　　　　　講演題目：「無意識過程の諸相：認知神経科学からのアプローチ」
　　　　　　　司会者：野本和幸（創価大学）
　　　　　シンポジウム　（15：00-17：30）
　　　　　　テーマ：「意識・クオリア・身体」
　　　　　　　提題者：茂木健一郎（ソニーコンピュータ研究所／東京工業大学）、
　　　　　　　　　　　谷淳（理化学研究所）、山田友幸（北海道大学）、柴田正良（金沢大学）
　　　　　懇親会（18：00-20：00）

11 月 10 日（日）
ワークショップ（10：00-12：15）

　　　　　　　　I.「ラッセルのパラドックス 100 年・（1） ―その起源と診断」
　　　　　　　　　　　オーガナイザ：金子洋之（専修大学）
　　　　　　　　　　　提題者：中川大（北海道教育大学）、三平正明（専修大学）、
　　　　　　　　　　　　　　　津留竜馬（日本学術振興会奨励研究員）
　　　　　　　　II.「哲学者にならない人のための哲学教育」
　　　　　　　　　　　オーガナイザ：篠原成彦（信州大学）
　　　　　　　　　　　提題者：斉藤了文（関西大学）、斎藤浩文（滋賀大学）、大辻正晴（熊本大学）
　　　　　理事会・評議員会・大会実行委員会（12：15-13：20）
　　　　　研究発表（13：30-14：30）
　　　　　ワークショップ（14：45-17：00）
　　　　　　　　III.「ラッセルのパラドックス 100 年・（2） ― circularity の論理の現在」
　　　　　　　　　　　オーガナイザ：戸田山和久（名古屋大学）
　　　　　　　　　　　提題者：岡田光弘（慶応義塾大学）、向井国昭（慶應義塾大学）、
　　　　　　　　　　　　　　　岡本賢吾（東京都立大学）
　　　　　　　　IV.「空間表象の形式理論と存在論」
　　　　　　　　　　　オーガナイザ：加地大介（埼玉大学）
　　　　　　　　　　　提題者：中山康雄（大阪大学）、中戸川孝治（北海道大学）、
　　　　　　　　　　　　　　　染谷昌義（東京大学）、斉藤暢人（早稲田大学）

２．研究発表者の募集について
今年度大会での研究発表の希望者を募ります。希望される方は、発表要旨［ B5 版用紙 1 枚にワー

プロで 800 字程度、上部に題目、氏名、所属を明記のこと―ご提出いただいた原稿をそのまま予稿
集の版下とします―］添付の上、9 月 2 日までに（必着）事務局宛お申し込み下さい。採否並びに
発表日の通知は、9 月 20 日頃に郵送で行います。

　Ⅱ．編集委員会からのお知らせ



The Newsletter of the Philosophy of Science Society, Japan  No. 192

３．プログラムの発送について
プログラム、出張依頼状、会場周辺地図（附：交通案内）、ワークショップ資料請求の案内は、例

年通り大会のおよそ 1ヶ月前、10 月 10 日頃に発送の予定です。

  II．編集委員会からのお知らせ

１．自由応募論文について
編集委員長　奥雅博

自由応募論文は常時受け付けていますが、『科学哲学』36 巻 1 号（2003 年 5 月発行予定）に掲載さ
れるための審査を希望される方は、「論文応募要領」に則って執筆された論文を、2002 年 10 月 31 日
までに（必着）事務局宛お送り下さい。（但し、この時期までに到着し「採用」が決定しても、審査過
程や論文数などの事情により、必ずしもその号に掲載されるとは限らないことをご承知おき下さい。）

なお「論文応募要領」3にある通り、論文本体（これはレフェリーに転送されることになります）に
は論文タイトル（日本語と英語）と英文要旨のみを付けることとし、著者氏名と所属については、別
に添付した表紙に記して下さるようお願い申し上げます。

２．『科学哲学』35 巻 1 号掲載の「論文応募要領」の訂正
同号の「論文応募要領」の記述の、最後から 4 行目（123 頁）を以下のように訂正致します。ご迷

惑をおかけしたことをお詫びいたします。
誤「※本年 12 月より、以下の規定を追加します．」
→  正「※ 2001 年 12 月より、以下の規定を追加します．」

III．事務局からのお知らせ

１．会員名簿記載事項確認用紙について
前回『日本科学哲学会会員名簿』を改訂・発行したのは1999 年 11 月 1 日であり、それから 3 年が

経過致しますので、慣例に従いまして2002 年 11 月 1 日に新しい会員名簿を発行する予定です。この
ため、前号の『ニューズレターNo.21』に「会員名簿記載事項確認用紙」を同封致しましたが、同『ニュー
ズレター』本文ではこの点の説明を記載しておりませんでした。不手際をお詫びし、ここで改めてア
ナウンスさせて戴きます。
「確認用紙」を未だ御返送になっていない会員の方は、記載事項を確認され、訂正・空欄補填（赤ペ

ン）の上、下記の通り御返送下さるようお願い申し上げます。

記

　　　　　　返送締め切り期日　：　2002 年 8 月 31 日
　　　　　　返送先　　　　　　：　日本科学哲学会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　（恐れ入りますが、返送料金をご負担下さい。）

＊「確認用紙」を御返送戴かなかった方（毎回 200 名以上います）は、「確認用紙」に記載されてい
る内容がそのまま名簿に掲載されますことを御了承下さい。

２．郵便口座振替番号について
郵便口座振替番号は、（従来と同様）次の通りです。（前回、一部の会員にお送りした振替用紙に記

載がありませんでした。お詫びして確認させて戴きます。）
口座番号　　00170 － 2 － 55326　　日本科学哲学会

〒 192-0397 東京都立大学人文学部哲学科内

日本科学哲学会事務局

fax. 0426-77-2073（「日本科学哲学会」宛であることを明記して下さい。）

e-mail: philsci@comp.metro-u.ac.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/pssj/


